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特徴
「クラブリンゴ」とは，観賞用に品種改良された花リンゴのことで，ヨーロッパやアメ

リカでは一般家庭の庭先の観賞樹として広く知られています。このクラブリンゴを，「ふ

じ」をはじめとするリンゴ主要品種の授粉樹として利用すると，主要品種に対する授粉を

目的とした補助品種の混植が不要となり，単一品種の大面積導入が可能になります。

また，クラブリンゴは花，果実，枝葉の色や形状が多種多様であり，新しいタイプの花

材として利用することも考えられます。

研究成果
クラブリンゴ 「Red Bud Crab」

春に咲く香りの良い純白の花 秋に楽しめる真っ赤な果実

現在，クラブリンゴとリンゴ主要品種（ふじ，つがる，さんさなど）との交雑和合性や，

クラブリンゴの品種特性を調査しており，リンゴ主要品種と相性の良い品種を検索してい

ます。また，クラブリンゴを果樹圃場に導入した場合の省力的な樹形についてや，花材と

して利用する場合の水持ち性や出荷形態を検討していく予定です。

普及等の見込
県内のリンゴ生産者に授粉専用樹として，花木生産者に花材として普及を進めていく予

定です。
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